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 (2)(3) 

実質公債費比率　16.5%
公債費による財政負担の程度を示す数値
平成20年度対比0.2％悪化

特別会計決算

国際交流事業の一人当たり経費は　32万円
　内４割助成　引率者６割補助
熊川いっぷく村への補助は　実行委員会へ190万円

三方中学校改修事業 8億1,168万円
小学校整備改修事業 4億0,315万円
ＩＣＴ環境整備事業 1億8,658万円
給食センター事業 1億1,678万円
佐久間記念館建設事業 9,479万円
公民館活動事業 3,559万円
スクールバス等通学事業 3,245万円
熊川保存整備事業 3,174万円
図書館運営事業 1,072万円
縄文博物館管理運営事業 508万円

教　育　費教　育　費

議員報酬 5,166万円

議　会　費議　会　費

公　債　費公　債　費

平成21年度  平成21年度  

一般会計歳出総額一般会計歳出総額

会 計 名 歳　　　出 会 計 名 歳　　　出

国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
直 営 診 療 所 特 別 会 計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計

15億9,573万円
542万円

1億7,012万円
831万円

13億9,618万円
1億5,187万円

324万円
4億7,449万円
3,160万円

6億5,546万円
1億4,685万円
3,298万円

農 労 災 共 済 特 別 会 計
農業集落排水特別会計
漁業集落排水特別会計
公共下水道事業特別会計
町 営 住 宅 等 特 別 会 計
土地開発事業特別会計

平成21年度決算

負担金 3億8,315万円
消火栓新設工事負担金 90万円

消　防　費消　防　費

負担金の内訳は　
　敦賀美方消防組合　2億0,983万円
　若狭消防組合　　　１億7,333万円

ねえねえミスターさん、
21年度に使ったお金って、
20年度より多いみたいだよ。

ああ、あれも町の
支出に入るんだ。

そうだね。町民一人当たりに
すると10万円ほど多いね。

それって無駄遣いが増えたの？

大きな工事があるのと
ないのとでは、
随分違って見えるんだね。

　そうだよ。そういう臨時的な予算を使った事業が
いろんな形で使われたね。一番大きかったのは、
小中学校の耐震化工事だね。だから教育費は20年度に比べて
大幅に上がっているよ。それに比べて、衛生費は、20年度に
斎場の工事が終わったから、21年度は少なくなっているね。

いやいや、21年は景気対策で、
国の交付税が臨時的に増えたんだよ。
ほら、定額給付金って国民すべてに
もらえたのを覚えてないかな？

そうだね。大きな事業は国の補助なしで行うことは難しいから、
結果的に町独自の収入である自主財源の割合も減ってしまうね。

黒字 は委員会での質問　緑字 は委員会での答え

平成21年度決算

歳入 自主財源　29.2%
依存財源　70.8%

スマートインター調査の結果は中日本・県・町で協議中

定額給付金事業 2億2,190万円
琵琶湖若狭湾快速鉄道積立金 5,010万円
携帯電話基地局等整備事業 3,269万円
地上デジタル放送対応テレビ事業 3,185万円
庁用自動車購入事業 1,908万円

総　務　費総　務　費

観光環境整備事業の内訳は
 名水公園整備 482万円
 石観音駐車場整備 1,622万円
 熊川四季彩館整備 727万円
 舟小屋整備 7万円
 案内板整備 63万円
クエ養殖事業は21年度で廃業

若狭路もてなし食フェア事業 6,143万円
商工会育成事業 1,180万円
ツーデーマーチ 500万円
若狭紅映梅産地支援事業 263万円
観光環境整備事業 3,029万円

商工・労働費商工・労働費

間伐材集合利用促進補助事業の内訳は
（若狭管内）上中 161万円
（二州管内）三方 59万円
新規就農者支援事業の小農具は
　100万円以下で１回限り　小型耕運機等

農道用排水路等整備事業 2億2,123万円
有害鳥獣対策事業 9,458万円
森林保全事業 9,361万円
生産組合認定農業者等育成事業 6,158万円
堆肥化施設負担金 5,533万円
農地・水・環境保全向上対策事業 1,745万円
間伐材集合利用促進補助事業 220万円

農 林 水 産 費農 林 水 産 費

清掃総務費の内訳は 上中 7,899万円
 三方 2億8,701万円

ゴミ処理関連事業 5億1,115万円
小浜病院負担金 1億2,720万円
レイクヒルズ負担金 1億1,785万円
斎場施設整備運営事業 5,349万円
母子健診事業等 2,710万円
成人保健事業等 1,555万円
老人保健事業等 1,397万円

衛　生　費衛　生　費

町道整備事業（13ヶ所） ２億0,584万円
町道維持補修事業（26ケ所） 3,097万円
急傾斜地対策事業（5ヶ所） 1,270万円

土　木　費土　木　費

パレアの湯の年間利用者は 6,335名
　内訳  町内 3,635人　町外 821人　子供 634人
　　  　その他団体入浴券 1,245人

保育事業 5億4,746万円
後期高齢者医療事業 1億7,128万円
介護給付費事業 1億2,915万円
児童手当事業 1億1,567万円
パレア若狭施設管理運営事業 9,167万円
心身障害者（児）医療無料化事業 8,337万円
訓練等給付費事業 8,816万円
社会福祉協議会事業 2,440万円

民　生　費民　生　費

決算を認定決算を認定

114億455万円114億455万円
町民一人当たり町民一人当たり
688,722円688,722円
（人口 H22.3.31現在16,559人）（人口 H22.3.31現在16,559人）
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　　　        議 員 名

　　議案等名

採
決
月
日

霜
中
茂
実

藤
本
佳
司

柘
原
直
仁

北
原
武
道

松
岡
喜
一

福

谷

洋

藤
田
美
穂

武
田
敏
孝

小
堀
友
廣

清
水
利
一

藤

本

勲

大
塚
季
由

中
島
正
昭

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

増
井
九
右
衞
門

中
村
正
彦

平成21年度若狭町一般会計及び特別
会計歳入歳出決算の認定について

　
9/27 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー

日本軍｢慰安婦｣問題の解決をめざす
法制定を求める意見書採択を求める
請願書（平成22年6月議会継続審査
分）不採択について

9/27 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

EPA・FTA推進路線の見直しを求め
る請願書不採択について 9/27 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

米価の大暴落に歯止めをかけること
を求める請願書不採択について 9/27 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

免税軽油制度の継続を求める請願書
の継続審査について 9/27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー

議　員　賛　否　一　覧 下表以外の議案は全員賛成で可決しました。
議長は採決に加わりません　○賛成　×反対

○
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
っ
て
若
狭
町
国
民

健
康
保
険
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

○
「
若
狭
町
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
の
指
定
管
理
者
が
若

狭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
事
項

問　

指
定
管
理
す
る
時
間
帯
は
。
ま
た
現
在
の
管
理
は
誰

が
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

現
在
の
管
理
は
臨
時
（
パ
ー
ト
職
員
）
を
募
集
し
、

９
月
末
ま
で
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

問　

要
望
と
し
て
管
理
時
間
の
徹
底
等
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

答　

今
後
、
指
定
管
理
者
と
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

障
害
者
福
祉
協
会
上
中
地
区
と
の
今
後
の
対
応
は
。

答　

障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議

を
考
え
て
い
る
。

問　

公
の
施
設
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
委
員
に
つ
い
て
、

委
員
は
団
体
の
長
が
選
任
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
委

員
会
だ
け
委
員
長
で
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

各
団
体
の
互
選
で
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

問　

指
定
管
理
者
の
応
募
は
誰
で
も
い
い
の
か
。

答　

法
人
、
そ
の
他
の
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

●平成21年度決算2件を認定し、平成22年度一般会計補正予算など、
15議案をいずれも原案可決しました。（内13議案を常任委員会で
審議）  請願４件の内３件を不採択、１件を継続審議としました。

●議員発議による意見書を上程し、原案可決しました。

○
新
規
就
農
者
の
育
成
及
び
定
住
促
進
と
農
村
活
性

化
を
目
的
に
旧
野
木
保
育
所
と
周
辺
施
設
を
運
営

さ
れ
て
き
た
が
こ
れ
を
指
定
管
理
に
し
ま
す
。

主
な
質
疑
事
項

問　

指
定
管
理
の
目
的
は
。

答　

経
費
の
節
減
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
や
す
く
、

民
間
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
向
上
に
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
た
。

問　

町
の
施
設
と
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
運
営
す
る
施
設
の

整
合
性
は
ど
う
か
。

答　

連
携
が
必
要
。
連
絡
協
議
会
的
な
も
の
を
検
討
す
る
。

○
請
願
第
三
号
（
継
続
審
査
分
）
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
の

解
決
を
め
ざ
す
法
制
定
を
求
め
る
も
の
。

・
法
的
、
国
政
的
レ
ベ
ル
で
あ
り
動
向
を
見
る
。

・
近
隣
地
の
扱
い
や
住
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
不
採
択
―

○
請
願
第
四
号　

Ｆ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
。

・
６
月
議
会
で
提
出
済
み
で
あ
る
。　
　

―
不
採
択
―

○
請
願
第
五
号　

米
価
の
大
暴
落
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

・
現
況
は
地
方
や
品
種
等
に
お
い
て
価
格
も
ば
ら
つ
き
が

あ
る
う
え
、
在
庫
量
も
適
正
か
わ
か
ら
な
い
。
時
期
的

に
も
最
終
の
数
値
が
出
て
い
な
い
。

・
戸
別
補
償
と
の
関
連
性
も
あ
る
。　
　

―
不
採
択
―

○
請
願
第
六
号　

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
も
の
。

・
今
日
ま
で
期
限
は
延
長
さ
れ
て
来
た
し
利
用
も
し
て
い
る
。

・
県
税
は
24
年
度
に
廃
止
と
聞
く
。
ま
だ
猶
予
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
継
続
審
査
―

○
発
議
第
七
号　

地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

・
近
年
の
経
済
状
況
の
悪
化
を
懸
念
す
る
上
か
ら
重
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
採　

択
―

平成22年度  補  正  予  算
会　計　名 補　正　額 合　計　額

一　般　会　計 5億9,468万円 99億2,572万円

塔ノ脇団地用地測量費 200万円 農村総合整備事業・獣害防止 469万円

若者出会い交流・まちの魅力発見 125万円 地域振興商品券事業 470万円

ＭＭネットデジタル放送システム構築 8,023万円 除雪対策費 5,676万円

乳幼児等予防接種事業 435万円 地域再生事業費　10号線 550万円

インフルエンザ対策 434万円 みんなでつくる原材料費支給事業 400万円

緊急雇用創出事業 947万円 防災拠点施設整備（上中分署調査） 2,374万円

園芸産地総合支援事業補助 1,559万円 交通安全対策事業（ミラー・ガードレール） 300万円

再生可能エネルギー導入事業ポンプ電源 346万円 鳥獣害のない里づくり推進事業 4,700万円

■一般会計 主な事業

■平成22年度特別会計■主な収入
会　計　区　分 補 正 額 合　計　額

国 民 健 康 保 険 238万円 16億7,783万円

老 人 保 健 407万円 422万円

後 期 高 齢 者 医 療 10万円 1億7,296万円

介 護 保 険 1,779万円 14億7,154万円

簡 易 水 道 事 業 3,925万円 1億5,914万円

農業集落排水処理事業 1,082万円 4億0,186万円

公 共 下 水 道 事 業 1,271万円 5億7,159万円

町 営 住 宅 等 145万円 1億4,916万円

水 道 事 業 1,240万円 3,247万円

地 方 交 付 税 1億9,600万円

国 庫 支 出 金 233万円

県 支 出 金 4,849万円

繰 越 金 2億4,324万円

財 産 収 入 1,330万円

繰 入 金 8,702万円

町 債 1,130万円

答　

休
暇
や
臨
時
の
職
員
、
ま
た
は
病
院
な
ど
の
交
替
業

務
の
者
等
。

問　

外
国
人
観
光
の
誘
客
に
英
語
等
の
看
板
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
必
要
。

答　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
作
成
済
み
。
看
板
は
２
枚
作
っ
た
。

問　

姉
妹
都
市
等
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
は
Ｃ
ネ
ッ
ト
に
委

託
さ
れ
て
い
る
。
契
約
を
き
ち
ん
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

対
応
し
て
い
る
。

問　

税
滞
納
者
の
措
置
は
。

答　

国
保
税
は
保
険
証
の
交
付
止
め
や
滞
納
整
理
機
構
に

委
託
し
た
り
、
預
金
の
差
し
押
さ
え
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
購
入
実
績
、
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
等
実
行
委
員
会
形
式
の
も
の
の
決
算
報
告
、
小
浜

市
し
尿
処
理
の
委
託
内
容
、
各
課
の
食
糧
費
、
消
耗
費
の

内
訳
、
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
町
負
担
分
に
つ
い
て
資

料
の
提
出
を
求
め
、
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
と
小
浜
病
院
、
上
中

病
院
で
一
般
会
計
か
ら
４
億
円
程
度
支
出
し
て
い
る
。
今

後
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
こ
と
。
佐
久
間

記
念
館
建
設
事
業
の
決
算
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
と
町
で

や
る
分
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
で
た
。

○
平
成
22
年
度
予
算
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　

Ｍ
Ｍ
ネ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
の
分
は
ど
う
か
。

答　

来
年
度
の
当
初
予
算
で
計
上
し
た
い
。

問　

嶺
南
連
携
事
業
用
地
測
量
の
三
千
万
円
減
額
は
見
積

も
り
が
い
い
か
げ
ん
す
ぎ
る
。

答　

基
本
計
画
が
明
確
で
な
か
っ
た
。

問　

町
内
で
空
き
屋
が
258
軒
と
あ
る
が
、
所
有
者
は
判
明

し
所
在
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
。

答　

175
軒
解
っ
た
。

○
平
成
21
年
度
決
算
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
未
回
答

者
が
20
名
程
い
る
が
な
ぜ
か
。

９月定例会は９月７日より27日迄
の21日間の会期で開かれました。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会



 (6)(7) 

　
　
　
　

若
祭
開
催
に
つ
い

て
住
民
の
間
で
、
不
快
指
数

の
高
ま
り
が
あ
り
拡
が
り
つ

つ
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
検
討
委
員
会
や

実
行
委
員
会
の
尊
い
取
り
組

み
に
反
比
例
し
て
、
現
実
の

厳
し
い
声
の
理
由
は
一
体
何

な
の
か
。

　

昨
年
度
か
ら
の
商
工
観
光

課
の
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
結
成

の
背
景
か
ら
、
現
在
の
取
り

組
み
ま
で
時
系
列
に
問
題
点

を
洗
い
出
し
て
欲
し
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
以
降
祭
り

を
ど
う
す
る
の
か
、
日
時
、

場
所
、
内
容
を
ど
う
決
定
す

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

町
財
政
や
住
民
意

識
調
査
を
踏
ま
え
、
昨
年
度

開
催
し
た
「
食
フ
ェ
ア
」
を

機
に
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
進

め
方
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

度
中
に
作
成
し
全
戸
配
布
す

る
。

 

観
光
に

   

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

　
　
　
　

町
の
重
要
産
業
で

あ
る
観
光
だ
が
、
好
況
時
と

違
い
、
入
り
こ
み
客
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

民
宿
全
盛
時
代
と
違
い
、

旅
行
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て

い
る
。

　

現
在
第
７
期
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
を
募
集
し
て
い
る
。

　

観
光
開
発
に
山
間
の
森
林

浴
を
利
用
し
科
学
的
、
医
学

的
に
癒
し
効
果
を
解
明
し
て

健
康
増
進
が
で
き
る
予
防
医

学
の
視
点
か
ら
森
林
セ
ラ

ピ
ー
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

か
。

　　
　
　
　

町
内
に
は
い
く
つ

っ
た
為
、
移
動
範
囲
を
制
限

し
つ
つ
、
そ
の
区
域
で
有
害

鳥
獣
捕
獲
や
狩
猟
を
集
中
的

に
実
施
す
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
事
業
を
今
年
度
計
画
し
て

い
る
。

　
　
　
　

金
網
柵
の
な
い
空

白
地
帯
で
は
全
体
的
に
囲
わ

な
い
と
効
果
が
な
く
、
も
は

や
地
元
負
担
も
限
界
で
あ

る
。
空
白
地
帯
の
基
準
と
明

確
化
を
図
り
、
一
体
的
な
取

り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
　
　

原
則
20
％
の
地
元

負
担
に
理
解
を
お
願
い
し
た

い
が
、
空
白
地
帯
が
生
ず
る

地
域
は
広
域
的
な
課
題
と
し

て
地
区
区
長
会
、
農
家
組
合

等
を
中
心
に
設
置
箇
所
等
解

決
策
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　

隣
の
市
町
に
ま
た

が
る
柵
の
切
れ
目
を
、
ネ
ッ

ト
柵
と
金
網
柵
で
つ
な
ぐ
手

法
等
包
括
的
、
一
体
的
な
包

囲
網
を
。

　
　
　
　

市
町
間
の
連
携
は
、

嶺
南
６
市
町
で
構
成
さ
れ
た

伺
う
。

　

一
つ
の
案
と
し
て
観
光
協
会

の
本
部
事
務
所
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
、
協
会
の
決
議
が
必

要
で
あ
る
が
、
町
長
の
私
見
を

伺
う
。

　
　
　
　

早
急
に
何
ら
か
の
観

光
振
興
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
縄
文
プ
ラ

ザ
の
整
備
経
緯
を
十
分
に
踏
ま

え
、
道
の
駅
と
し
て
整
備
で
き

な
い
か
県
当
局
と
協
議
を
し
て

い
る
。
活
用
に
つ
い
て
は
関
係

団
体
と
検
討
し
協
議
を
重
ね
進

め
て
行
く
。

　
　
　
　

一
昨
年
ま
で
実
施
し

て
い
た
「
名
水
祭
り
」
や
「
縄

文
祭
り
」
を
何
故
廃
止
し
て
し

ま
っ
た
の
か
。
二
十
数
年
継
続

し
て
き
た
貴
重
な
財
産
を
い
と

も
簡
単
に
廃
止
し
た
そ
の
経
緯

を
お
尋
ね
し
た
い
。
観
光
資
源

と
し
て
作
り
あ
げ
た
先
人
の
苦

労
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。「
継
続
は
力
な
り
」
と

も
言
う
、
町
民
の
大
事
な
財
産

を
捨
て
去
っ
た
本
意
を
。
ま
た
、

新
た
な
祭
り
と
従
来
の
祭
り
の

違
い
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
計
画
立
案
さ
れ
て
い
る
の
か

も
合
わ
せ
て
。

　
　
　
　

昨
年
は
嶺
南
市
町
持

ち
回
り
の
「
食
フ
ェ
ア
」
を
若

狭
町
で
開
催
し
、
そ
の
機
会
を

受
け
「
名
水
祭
り
」
「
縄
文
祭

り
」
は
実
施
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
財
政
的
な
面
や
住
民
意
識

調
査
の
結
果
を
検
討
し
て
来
た
。

　

町
民
の
多
く
の
皆
さ
ん
で
構

成
さ
れ
た
検
討
委
員
会
で
の
提

言
を
受
け
若
狭
町
祭
り
の
実
施

に
至
っ
た
。

　

今
回
の
祭
り
の
実
施
に
つ
い

て
多
く
の
意
見
は
、
十
分
な
周

知
の
時
間
が
な
か
っ
た
と
言
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
、
開
催

時
期
、
開
催
場
所
、
従
来
の
祭

り
の
事
や
観
光
資
源
と
し
て
の

在
り
方
等
を
含
め
て
十
分
議
論

を
し
、
次
期
祭
り
の
開
催
に
向

け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
決
定
し
て
い
き
た

い
。

 

縄
文
プ
ラ
ザ
の
遊
休

 

施
設
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
　

現
在
、
縄
文
プ
ラ
ザ

内
の
農
産
物
販
売
施
設
は
営
業

中
だ
が
、
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

は
遊
休
状
態
で
あ
る
。
数
ヶ
月

前
ま
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
遊
覧

船
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
。

　

今
後
の
利
用
計
画
の
有
無
を

嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
の
中
で
状
況
把
握
と
情

報
交
換
を
行
い
、
連
携
を
密

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

県
で
は
設
置
や
維

持
管
理
に
容
易
な
ネ
ッ
ト
柵

に
対
す
る
補
助
制
度
を
新
設

方
針
だ
が
、
町
の
計
画
は
。

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
柵
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
情
報
提
供
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
従
来
の

負
担
制
度
に
基
づ
い
た
事
業

化
を
、
県
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

捕
獲
に
つ
い
て
国

の
支
援
が
な
い
中
、
県
の
助

成
で
個
体
数
削
減
計
画
と
モ

デ
ル
的
に
実
施
さ
れ
た
巻
狩

り
作
戦
の
検
証
と
継
続
は
。

　
　
　
　

捕
獲
効
率
が
悪
か

地
区
区
長
会
等
で
検
討
し
て
頂
き
た
い

  

今
後
の
在
り
方
を

　
　

十
分
議
論
し
て
い
き
た
い

 

三
方
地
域
２
施
設
、上
中
地
域
12
施
設 

松 

本

松 

本

小 

堀

小 

堀

町
長

町
長

町 

長
町 

長

町 

長

町 

長

鳥
獣
被
害
は
、包
括
的
な
対
策
強
化
を

  

若
狭
町
祭
り
実
施
に
つ
い
て

 

町
内
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
施
設
は　

  
 

何
ヶ
所
か

清水利一　議員

松本孝雄　議員

小堀信昭　議員

町 

長

町 

長

町 

長

（文責：質問者本人）

清 

水
町 

長
清 

水
町 

長

清 

水
清 

水

金網柵切れ目箇所（中野木地域）

 

各
地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
町
民
に
よ
る  

 

検
討
の
場
を
設
け
る

武 

田
町 

長

 

来
年
度
以
降
の
祭
り
は
ど
う
す
る
の
か

武田敏孝　議員

町 

長

　
　
　
　

新
聞
に
、
町
内
に

県
指
定
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
社
会
福
祉
施
設
が
14
ヶ
所

あ
る
と
あ
っ
た
。

　

そ
の
福
祉
施
設
は
ど
の
地

域
に
あ
る
の
か
。

　

町
の
施
設
だ
と
職
員
が
異

動
で
絶
え
ず
替
わ
る
。
自
分

の
職
場
が
危
険
地
域
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
な
い
職
員
も

居
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

各
施
設
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
避
難
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
か
を
伺
う
。

　　
　
　
　

区
域
は
、
７
月
末

時
点
で
72
集
落
850
ヶ
所
。
社

会
福
祉
施
設
で
は
三
方
地
域

２
ヶ
所
、
上
中
地
域
12
ヶ
所

あ
る
。

　

避
難
伝
達
体
制
は
音
声
告

知
と
、
関
係
区
長
・
施
設
に

直
接
連
絡
す
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
今
年

を
設
置
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
つ
に
は
若

狭
町
ら
し
い
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
る
。
２

つ
に
は
若
狭
町
の
豊
か
な
食

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
つ
く
る
。
３
つ
に
は
住
民

参
加
、
住
民
主
体
の
イ
ベ
ン

ト
を
つ
く
る
と
の
提
言
を
頂

い
た
。

　

ま
た
「
若
狭
祭
り
を
語
る

会
」
で
意
見
を
頂
き
、
そ
れ

も
候
補
地
が
あ
る
。
若
狭

駒
ヶ
岳
方
面
は
森
林
セ
ラ

ピ
ー
に
適
し
、
町
に
は
森
林

セ
ラ
ピ
ー
に
合
う
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

　

河
内
川
ダ
ム
の
推
進
を
見

定
め
周
辺
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
観
光
協
会
か
ら
町
の

情
報
発
信
も
し
て
い
き
た
い
。

を
も
と
に
実
行
委
員
会
を
開

催
し
、
期
日
や
場
所
を
決
定

し
た
。

　

来
年
度
以
降
の
祭
り
、
そ

の
時
期
、
場
所
、
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
年
の
祭
り
終
了

後
に
早
急
に
検
証
を
行
い
、

各
地
域
か
ら
の
推
薦
を
頂
い

た
町
民
の
方
々
の
参
画
に
よ

る
検
討
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を

賜
り
た
い
。　
　
　
　
　

縄文プラザ
若　祭

河内森林公園



 (8)(9) 

  

寄
付
金
・
賛
助
金
・

  

協
力
金
等
の
徴
収
方

  

法
に
つ
い
て　

　
　
　

　
　
　
　

我
が
町
で
は
納
税

義
務
の
一
つ
と
し
て
半
強
制

的
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
徴

収
方
法
の
検
討
と
会
計
報
告

の
開
示
を
。

　
　
　
　

今
後
区
長
会
を
通

じ
、
あ
く
ま
で
自
主
的
な
協

力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

頂
き
、
会
計
報
告
に
つ
い
て

も
判
り
や
す
く
報
告
す
る
よ

う
各
団
体
に
要
請
し
て
い
く
。

　
　
　
　

三
方
診
療
所
の
招

聘
医
師
の
確
約
が
と
れ
た
の

に
、
医
師
会
か
ら 

町
の
医

療
に
協
力
し
な
い
と
の
事
で

赴
任
を
断
っ
た
の
は
事
実
か
。

招
聘
し
て
い
る
医
師
は
来
年

３
月
末
で
退
職
願
を
提
出
と

聞
く
。
招
聘
で
き
な
い
時
、

補
償
問
題
が
発
生
し
た
時
の

責
任
を
伺
う
。

　

ま
た
、
こ
の
診
療
所
を
拠

点
と
し
て
、
開
業
医
も
利
用

で
き
る
医
療
機
器
を
整
え
、

大
病
院
と
連
携
で
き
る
体
制

を
構
築
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
地
域
医
療
を
充
実
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　

 

診
療
所
の
存
続

は
既
得
権
の
考
え
で
、  

医

師
会
の
理
解
得
る
べ
く
協
議

を
重
ね
た
い
。
今
は
補
償
問

題
よ
り
、
招
聘
し
て
い
る
医

て
も
、
こ
の
よ
う
な
私
的
な
組

織
に
、
町
費
や
町
職
員
を
使
う

こ
と
は
、
憲
法
89
条
『
公
金

そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教

上
の
組
織
若
し
く
は
団
体
の
使

用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た

め
、
又
は
公
の
支
配
に
属
し
な

い
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛

の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出

し
、
又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て

は
な
ら
な
い
』
に
違
反
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

私
の
思
い
の
中
で

答
弁
す
る
。
町
と
し
て
も
英
霊

に
感
謝
の
念
を
表
わ
し
、
後
世

に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
平
和
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
遺
族
の
援

護
福
祉
の
一
環
と
し
て
、
町
費

お
よ
び
町
職
員
を
使
う
こ
と

は
、
違
憲
で
も
な
く
、
町
民
の

意
向
に
も
沿
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

町 

長

師
に
自
ら
出
向
き
、
三
方
診

療
所
へ
の
招
聘
に
努
力
す
る
。

若
狭
町
全
体
の
医
療
充
実
は
、

開
業
医
、
地
元
自
治
体
病
院
、

公
立
小
浜
病
院
な
ど
医
師
連

携
が
重
要
で
、
こ
れ
ら
を
視

野
に
入
れ
体
制
づ
く
り
を
検

討
し
た
い
。

 

水
道
計
画
に
町
民
の

 

理
解
を
得
る
方
策
は

　
　
　
　

水
道
基
本
設
計
計

画
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に

単
に
地
域
間
格
差
が
あ
る
と

の
事
で
平
成
23
年
度
か
ら
料

金
改
定
し
、
三
方
地
区
は
最

終
的
に
35
％
の
値
上
げ
に
な

る
。
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。

　

集
落
行
政
報
告
等
で
町
民

に
十
分
説
明
し
理
解
を
得
る

べ
き
で
方
策
を
伺
う
。

　
　
　
　

高
速
道
路
無
料
化

の
影
響
で
国
道
303
号
線
の
交

通
量
が
増
加
。
特
に
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
大
型
車
が
増
え
て

お
り
、
走
行
中
恐
怖
を
感
じ

る
。

　

仮
屋
、
熊
川
、
大
杉
で
改

良
整
備
が
必
要
だ
が
、
特
に

熊
川
の
バ
ス
停
付
近
は
歩
道

や
横
断
歩
道
も
な
く
、
道
路

拡
幅
を
含
む
改
良
整
備
が
早

急
に
望
ま
れ
る
。

　

大
杉
地
係
は
が
け
崩
れ
や

法
面
か
ら
の
落
石
の
恐
怖
が

ぬ
ぐ
え
ず
、
風
化
や
劣
化
を

考
え
る
と
定
期
的
な
調
査
が

必
要
だ
。
２
年
前
の
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
対
策

は
。

　
　
　
　

303
号
線
の
交
通
量

増
大
に
対
し
、
周
辺
の
環
境

整
備
と
安
全
確
保
の
必
要
性

を
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

８
月
末
に
知
事
に
お
願
い

し
、
小
浜
土
木
事
務
所
と
歩

道
・
バ
ス
停
留
帯
等
、
バ
ス

停
の
整
備
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
用
地
の
提

供
が
な
け
れ
ば
前
進
し
な

い
。

　

地
権
者
及
び
地
元
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

が
け
崩
れ
や
法
面
か
ら
の

落
石
に
つ
い
て
は
国
交
省
直

轄
で
管
理
し
て
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
安
全
確
保
を
要
望

し
て
い
く
。

　
　
　
　

９
月
８
日
の
福
井
新

聞
に
「
教
育
支
出　

日
本
ま
た

最
下
位
」と
い
う
記
事
が
あ
る
。

国
が
庶
民
生
活
の
応
援
を
し
な

い
の
で
、
自
治
体
が
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

お
お
い
町
で
は
、
10
月
か
ら

高
校
生
の
通
学
定
期
代
の
半
額

補
助
を
開
始
す
る
。
美
浜
町
で

は
、同
じ
く
三
分
の
一
補
助
を
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

　

本
町
で
も
高
校
生
の
通
学
費

を
補
助
で
き
な
い
か
。　

　
　
　
　

お
お
い
町
と
同
じ
、

通
学
定
期
代
の
半
額
補
助
を

行
っ
た
場
合
、
900
万
円
か
ら

１
千
300
万
円
の
町
費
が
必
要

に
な
る
。
補
助
の
制
度
化
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

　    

「
若
狭
町
英
霊
奉
賛
会
」

  

へ
の
町
の
関
与
は

  

憲
法
違
反
で
は

　
　
　
　

政
府
主
催
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
で
は
、
戦
没
軍
人

だ
け
で
な
く
、
戦
災
犠
牲
者
な

ど
も
含
め
全
戦
没
者
を
追
悼
し

て
い
る
。
こ
の
行
事
の
事
務
は

厚
生
労
働
省
が
行
い
、
国
費
も

投
入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
若
狭

町
戦
没
者
追
悼
式
で
は
、
追
悼

の
対
象
は
戦
没
軍
人
だ
け
で
あ

る
。
し
か
も
戦
没
軍
人
を
英
霊

と
し
て
顕
彰
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
福
井
県
英
霊
顕
彰
奉
賛
会

の
目
的
で
あ
る
。
英
霊
は
靖
国

神
社
や
護
国
神
社
の
祭
神
で
あ

る
。
国
家
神
道
に
行
政
が
関
与

す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
町
長

は
戦
没
者
を
英
霊
と
呼
ぶ
の
で

は
な
く
、戦
争
犠
牲
者
と
し
て
、

行
政
ぐ
る
み
町
を
挙
げ
て
追
悼

す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
６
月
の
町
長
答
弁

に
よ
れ
ば
、
若
狭
町
英
霊
奉
賛

会
は
、
町
長
が
私
的
に
会
長
を

し
て
い
る
私
的
な
組
織
で
あ

る
。
仮
に
、
会
の
目
的
と
し
て

遺
族
に
対
す
る
福
祉
の
思
い
が

町
長
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
と
し

県
知
事
を
含
む
関
係
各
位
に
強
く
要
望
中

 

補
助
金
の
制
度
化
は
困
難
で
あ
る

北 

原
北 

原
町
長

国
道
303
号
線
の
改
良
整
備
と
安
全
確
保
を

 

高
校
生
の
通
学
費
を

　
　
　
　

町
が
補
助
で
き
な
い
か

小林和弘　議員

北原武道　議員

町 

長

町 

長

小 

林

町
長

町
長

小 

林

  

診
療
所
の
存
続
は
協
議
を
重
ね
た
い

  

食
見
海
岸
の
人
工
岬
に
は
、  

  　
　

離
岸
流
防
止
策
が
と
ら
れ
て
い
る

柘 

原

町
長

  

三
方
診
療
所
の
招
聘
医
師
の

　
　
　

赴
任
を
断
っ
た
の
は
事
実
か

  

離
岸
流
に
よ
る
水
難
事
故
に
つ
い
て

増井九右衞門　議員

柘原直仁　議員

町 

長

町 

長

増 

井

町
長

増 

井
町 

長

　
　
　
　

砂
浜
の
侵
食
防
止

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
ド
（
人
工
岬
）
の
そ

ば
で
、
海
水
浴
中
に
お
ぼ
れ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
、
岬
沿
い
に
沖

合
方
向
へ
発
生
す
る
高
速
の

流
れ
（
離
岸
流
）
に
の
ま
れ

る
の
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

人
工
岬
は
、
海
岸
か
ら
突

き
出
す
Ｔ
字
形
の
構
造
物
を

設
置
す
る
こ
と
で
海
岸
線
を

湾
状
に
し
、
海
辺
の
砂
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
に
、
食
見
海

岸
に
一
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
茨
城
県
で
は
５
名
が

離
岸
流
事
故
で
死
亡
し
て
い

る
。

　

食
見
海
岸
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

ド
の
水
難
防
止
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

食
見
海
岸
に
整
備

さ
れ
て
い
る
人
工
岬
は
、
国

土
交
通
省
の
整
備
事
業
で
福

井
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

人
工
岬
の
横
に
は
海
底
か

　
　
　
　

基
本
計
画
の
予
算

案
は
今
議
会
に
上
程
で
、
具

体
的
説
明
は
、
時
間
的
に
も

資
料
的
に
も
不
十
分
で
23
年

度
か
ら
の
料
金
改
正
は
少
し

遅
れ
る
こ
と
を
理
解
願
い
た

い
。

　

住
民
説
明
に
つ
い
て
は
、

基
本
計
画
の
進
捗
状
況
に
も

よ
り
財
源
の
調
整
と
時
間
を

要
す
る
。

　

水
道
計
画
、
公
共
料
金
改

定
に
当
た
っ
て
は
集
落
座
談

会
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ら
海
面
下
30
㎝
の
海
中
に
せ

ん
堤
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
せ
ん
堤
が
あ
る
た
め
、

高
速
の
離
岸
流
が
発
生
し
な

い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

三方診療所

食見海岸の人工岬

国道303号線熊川地系
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「
議
会
活
性
化
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

　

地
方
議
会
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
昨
今
、
全

国
の
自
治
体
議
会
で
、「
議
会
」
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

若
狭
町
議
会
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
６
月
議
会

に
お
い
て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
名
の
委

員
が
議
会
活
動
・
議
員
活
動
を
活
発
化
す
る
に

は
何
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
の
か
話
し
合
い
、
出

来
る
部
分
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
変
え
て
行
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

議
会
っ
て
何
を
し
て
い
る
か
見
え
ま
す
か
？

少
し
で
も
見
て
頂
け
る
よ
う
に
・
・

☆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
に
よ
っ
て
、

議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
議
案
を
広
く
公
表

し
、
意
見
が
集
ま
り
や
す
く
す
る
。
ま
た
一

般
質
問
の
内
容
も
事
前
に
告
知
し
、
傍
聴
や

テ
レ
ビ
放
映
な
ど
を
見
て
も
ら
う
機
会
を
増

や
す
。

☆
議
員
が
ど
う
判
断
し
て
い
る
か
見
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
議
会
だ
よ
り
に
賛
否
一
覧

表
を
掲
載
す
る
。

☆
議
会
だ
よ
り
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
転
載

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
す
る
。

☆
住
民
と
議
員
が
話
し
合
い
や
意
見
交
換
を
す

る
場
を
増
や
す
。

一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
議
会
が

活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
改
革
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

７
月
21
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

26
日　

北
川
総
合
開
発
対
策
協
議
会

　
　

28
日　

若
狭
地
方
町
村
議
会
議
長
会
先
進
地

　

〜
30
日　

視
察

８
月
５
日

　

〜
６
日　

準
立
地
要
望
活
動

　
　

８
日　

琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速
鉄
道
同
盟
会

　
　
　
　
　

総
会

　
　

９
日　

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
大
会
及
び

　
　
　
　
　

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
同
盟
会
総
会

　
　

10
日　

嶺
南
市
町
議
長
会

　
　

12
日　

小
浜
市･

若
狭
町･

高
島
市
総
合
振

　
　
　
　
　

興
協
議
会

　
　

23
日　

議
会
全
員
協
議
会

８
月
24
日

　

〜
25
日　

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
行
政
視
察

　
　

26
日

　

〜
27
日　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会
行
政
視
察

　
　

31
日　

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

　
　

31
日　

綾
部
・
小
浜
・
敦
賀
間
国
道
編
入

　
　
　
　
　

並
び
に
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

９
月
１
日　

若
狭
消
防
組
合
初
期
消
火
技
術
大
会

　
　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

３
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

７
日　

議
会
本
会
議
（
開
会
）

　
　

13
日　

議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

14
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

15
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

16
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

17
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

20
日　

第
１
回
若
狭
町
ま
つ
り ―

若
祭―

　
　

21
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日　

常
任
委
員
長
会

　
　

27
日　

議
会
本
会
議
（
閉
会
）

　
　

29
日　

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

10
月
３
日　

第
11
回
熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

　
　
　
　
　

若
狭
消
防
組
合
発
足
40
周
年
記
念 

　
　
　
　
　

大
会

　
　

４
日　

国
道
303
追
分
隧
道
開
削
促
進
期
成

　
　
　
　
　

同
盟
会
、
京
都
大
原
今
津
小
浜
間

　
　
　
　
　

期
成
同
盟
会
要
望
活
動

　
　

７
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

12
日　

若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　

12
日

　

〜
13
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
研
修

　
　

14
日　

若
狭
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

松
木
神
社
例
大
祭

　
　

18
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　

22
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
動
き

議
会
だ
よ
り
　
第
2
2
号
　
　
発
行
／
若
狭
町
議
会
 広
報
特
別
委
員
会
　
　
〒
919-1393　

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
中
央
1-1　

TEL.0770-45-9117

編 集 後 記
　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、

彼
岸
を
境
に
今
夏
の
炎
暑
が

嘘
の
よ
う
に
涼
し
く
な
り
夏

バ
テ
の
身
体
も
元
に
戻
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
庁
舎
横

で
自
衛
消
防
操
法
の
訓
練
に

励
む
同
僚
消
防
議
会
議
員
の

練
習
を
横
に
見
て
、
原
稿
の

内
容
に
誤
字
・
脱
字
が
無
く

簡
潔
明
瞭
正
確
に
書
け
て
い

る
か
を
老
眼
に
鞭
打
ち
！
た

だ
た
だ
、
今
年
度
の
議
会
だ

よ
り
の
広
報
委
員
と
し
て
、

ど
う
し
た
ら
住
民
の
皆
様
に

お
読
み
い
た
だ
け
る
か
と
四

苦
八
苦
の
６
人
の
う
ち
の
一

人
で
す
。　
　
　

　

お
一
人
で
も
多
く
の
住
民

の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
、
お
出
で

い
た
だ
く
と
同
時
に
議
会
活

動
に
た
い
し
て
の
ご
意
見
等

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　

    
（
小
堀
信
昭
）

町内へ飛来したコウノトリ


